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問１ 1.1 A⃗ · B⃗ = 1 · 3 + 2 · 2 + 3 · 1 = 10

1.2 A⃗× B⃗ = (2 · 1− 3 · 2, 3 · 3− 1 · 1, 1 · 2− 2 · 3) = (−4, 8,−4)

問２ 2.1 運動方程式mv̇ = −αv2から、求める速さを vとして、
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2.4 2.3の答えより、距離は無限大。

問３ 3.1
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3.2 机上のヒモの質量が (m/ℓ)x、机から下がっているヒモの質量が (m/ℓ)y であるので、運
動方程式は、(m
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問４ 4.1

mℓθ̈ = ma cos θ −mg sin θ ≃ ma−mgθ
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4.4 周期 T は T = 2π
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ℓ/gであるので、静止する時間 tは、
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問５ 棒の質量をM、重力加速度の大きさを g、壁のふちからの抗力の大きさをR1、水平面から
の抗力の大きさをR2とおく。力のつり合いより、

µR2 + µR1 cos θ = R1 sin θ

R2 +R1 cos θ + µR1 sin θ = Mg

であり、棒の水平面との接点のまわりの力のモーメントのつり合いより、

l

2
Mg cos θ =

h

sin θ
R1

である。以上の式から、
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が成り立つ。


